
〇振り返り〇
１年間で「こびとづかん」や「いちにちシリーズ」をはじめとしたたくさんのお気に入りの絵本を見つけたすみれ組さん。
３学期に入ってからは、年中児に向けて絵本の貸し出し方法が変わり、今までよりたくさんの種類の中から自分の好きな絵
本を選ぶことができるようになって、より一層絵本に興味が広がる子どもたちです。年少児になったばかりの頃は絵本のイ
ラストを見たり、保育者が読んでいるのを聞いて楽しんだりしていることがほとんどでしたが、最近では絵本の中で自分の
名前と同じ文字を探し「あ！名前と同じ『お』あった！」と発見したり、読める文字を声に出しながら少しずつ自分で読み
進めたりする姿も見られるようになってきました。文字への興味を繋げていきたいと思い、カードを使って文字のクイズを
してみると「くるま！まめ！」と元気に答えてくれ、その姿を見て読める文字が少しずつ増えてきていることを再度実感し
ました。読める文字が増えてくると、より一層絵本の楽しみ方が増えてくるなと感じた場面でした。これからも楽しく文字
に触れられる環境を作っていきたいと思います。(思考力の芽生え、数量・図形、文字等への関心・感覚、豊かな感性と表
現)

読めるっておもしろい！

ねらい：文字に触れながら読むことを楽しむ。
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